




のは多くはない｡ さらに､ かりに音声学の知識を学んでいたとしても､ 実際に発音することができた




クショップ (4 日間計 18 時間/英語教員 5名参加) を開催した｡ 本稿の目的は､ 今回のワークショッ
プについて､ 講師・受講者双方の観点から考察し､ 今後の英語教員に対する発音指導のあり方の方向
性を探ることである｡ 2 節では､ 講師である宮武が､ ワークショップの概要をなるべく具体的に報告
する｡ その後､ 受講者の発音の変化 (改善された点・改善しにくかった点) なども含め､ ワークショッ
プについて講師の観点から考察する｡ 3 節では､ 受講者の一人でもある山添が､ 受講者を対象に行っ
た事前アンケート・事後アンケート・聴き取り調査などをもとに､ 受講者がワークショップに期待し









のかをチェックする､ などを受講者に行ってもらった｡ 口笛の確認を通して､ 適切にできない受講者
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英語教員を対象とした発音ワークショップに関する報告と考察
宮 武 香 織・山 添 直 樹・都 築 雅 子
に対しては全員で指導するといったワークショップにおける発音練習の基本的な流れを体験してもらっ
た｡
次に､ 口頭で調音器官に対する基本的な知識の確認を行った｡ その後､ 受講者個々のワークショッ
プ前の発音状況を確認するため､ 簡単な練習をした上で､ 別室で一人ずつ英文を読んでもらい､ 講師
が録音した｡ 英文は､ 英語の全部の音を用いて構成されているThe Rainbow Passage (p. 10 資料 1
を参照) 使用した｡ 他の受講者は､ その間､ 英語や発音学習についてのバックグラウンドに関するア
ンケート (山添氏による作成) に回答してもらった｡
発話機構の解剖生理学 (ANATOMY & PHYSIOLOGY OF SPEECH MECHANISM/ p. 10 資
料 2 を参照) のプリントを見ながら､ 調音器官や調音についての基礎知識を確認した｡ [w] の発音
には､ 口笛を吹くときに必要な口輪筋 (orbicularis oris) の緊張が必要であることを示した｡
調音についての基礎知識の確認後､ 子音の調音練習を開始した｡ 口の形､ 舌の位置､ 呼気の出し方
などは､ 調音位置・有/無声・調音方法 (The Place-Voice-Manner/PVM) のチャート (p. 11 資料
3 を参照) に倣って行った｡ 練習は､ 破裂音 [p], [b], [t], [d], [k], [g] から始め､ 摩擦音 [s],
[z], [], [], [], [], [f], [v], [h]､ 歯擦音 [t], [d]､ 鼻音 [m], [n], [] の順に行った｡
受講者が､ 具体的に音の感じを理解して出せるように､ 特に聴覚・視覚・触覚を総動員した練習を心
がけてフィードバックを行った｡ 例えば､ 両唇破裂音の発音には､ 呼気を溜め､ 思いっきり破裂させ
て飛ばす必要があるが､ この場合はティッシュを丸めたものを実際に飛ばして､ 呼気の強さを体感さ
せるように視覚に訴える指導を行った｡ また､ [s] はスー音 (hissing sound)､ [] はガス漏れの音
というように､ 聴覚に関しても自分が感じた典型的な音を連想させるようにして､ 音のイメージの定
着を図った｡ さらに､ 鼻音に関しては､ 指の触覚で鼻腔の振動を感じてもらうとともに､ 日本語の鼻
音との違いを意識して､ しっかりと破裂させることの重要性を喚起した｡
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第 1日目 第 2日目 第 3日目 第 4日目
12 月 13 日 (土曜日)
午後 (約 5時間)
12 月 14 日 (日曜日)
午前・午後 (約 5時間)
12 月 20 日 (土曜日)
午後 (約 5時間)
12 月 21 日 (日曜日)
午前 (約 3時間)





























流音 [r], [l] と半母音 [j], [w] の調音練習を行ったあとで､ 母音の調音練習に入った (p. 12
資料 4 を参照)｡ 曖昧母音 (schwa) である [] は､ 口の周りと舌を緊張させないリラックスした音
であるとの説明から始めた｡ その後､ 前舌母音の上下連続音を出して､ 母音を分割する方法を示し､
緊張母音 (tense vowel) と弛緩母音 (lax vowel) の口唇・舌の形状を確認しながら調音練習を行っ








最初に､ 各々の受講者に対して､ これまでの 2日間の発音矯正に関するフィードバックのコメント
を渡した｡ その後､ 声門破裂音 (glottal stop) や粗擦の音質 (stridency) が､ どのような音である
か､ 実演しながら体感してもらった｡ bottle などの [t] の発音が､ 時に声門破裂音になりやすいこ
となどを説明した｡ また粗擦性を高めることが､ 特定の子音の明瞭さに繋がることを確認した｡
次に､ TVドラマの中から主に [t], [d], [n], [f], [v], [], [], [l] など､ 映像で口の形がはっ
きりと分かるものを取り出したDVDを見せ､ 実際の英語母語話者の調音方法と音声を確認してもらっ
た｡
最後に､ 超分節特徴である連結発話 (connected speech)､ イントネーション (intonation)､ スト




別室で､ 受講者一人ずつに The Rainbow Passage を読んでもらい､ 事後録音 (post recording)
を行った｡ 録音終了後に､ 受講者に対して､ ワークショップ受講前の発音との比較を中心にフィード
バックを行いながら､ 再度個人的な発音矯正のポイントについてアドバイスを行った｡ その後､ 受講
者全員で事後録音の一部を聞きながら､ ワークショップの内容を確認して会を終えた｡









にも (単音レベルで発する場合と異なり) 単語レベル・文レベルになると､ それほど呼気の弱さを感
じさせない明瞭な発音になる者もいた｡ 教員としての発話・音読経験や音声知識 (子音を強く発する
ことが英語には必要である) により､ ある程度､ 呼気の弱さをカバーできているのかもしれない｡
 母音について
日本語の母音での置き換えや､ 二重母音の短母音化が多くの受講者にみられたが､ 受講後､ かな
りの改善がみられた｡








子音に関して､ [t], [d], [n], [], [], [t], [d], [] の舌の位置の後方化､ および､ [k],
[g], [] の前方化､ [r] と [l] の日本語のラ行化により､ 摩擦・破裂・流音といった各子音の音
質特徴の減少がみられた｡ そこで､ ワークショップにて舌の位置の再確認と音質強調の方法を各々
に指摘したことで､ 改善が認められた｡
英語の子音は､ 日本語のそれと比べ､ 強く長く発音される｡ 母語の影響により､ 子音が弱かった
り､ 語末での子音の脱落 (dropping) がみられる受講者が多かったが､ 受講後､ ある程度改善さ
れた｡
2. 2. 2. ワークショップの感想と反省点 学生を対象とした発音指導との違い
英語発音法の授業で､ これまで学生に対して発音指導を行ってきた｡ その経験と比較しながら､
教員を対象とした今回のワークショップについて考察する｡ 学生に指導する場合､ すべてが初めての
知識であり､ 解剖生理の知識､ 図表の提示など様々な形で説明を重複させ理解を徹底させてきた｡ 一
方､ 今回は英語教員が対象であったため､ 解剖生理学､ 一般的な調音方法､ 図表を用いての解説など
は既に音声学の知識で得ており､ 簡単にすませることができた｡ 日本人にとって難しいと言われる






慮しながら､ 受講者に合わせてカスタマイズした指導を行うようにしている｡ 時として､ それが音声
学・発音法の一般論から逸脱した方法や説明になることもある｡ 発音する際､ ｢音としてより正しい
音に近く､ しかも楽に出せること｣ が大切なのであり､ 理論通りに出すことが目標ではない｡ しかし














もともと ｢単音レベルの調音指導が発音指導の根幹であり､ 母音を正しく発音すれば､ イントネー
ションは後から付いてくる｣ と考えているので､ 今回は上記のような受講者の状況もあり､ 特に単音
レベルの練習を集中して行い､ 単語・文レベルの発音練習は apparently, definitely など一部の単語
や文の練習にとどめた｡
ワークショップ 3 日目に 1 時間ほど､ 調音映像として､ 様々な TVドラマから有益と思われる場
面を集めたDVDを視聴した｡ 機材の不調もあり､ 発音ごとに停止してコメントを加えながら視聴す









3 . ワークショップの考察 受講者の観点から






まず､ 受講者の海外での滞在期間やその内容については､ 英語圏での在外研究 1年あまりの渡航歴








最後に､ 本ワークショップに期待することを尋ねてみた｡ 受講者には､ 今回のワークショップで扱
う内容は事前に知らせていなかったため､ この回答は ｢英語発音ワークショップ｣ からイメージする







3. 2. 受講者によるワークショップの考察 事後アンケート・聴き取り調査より
少人数で行われたワークショップ後のアンケートで､ 否定的な回答を述べづらい環境であることを













発音する必要がある､ といった回答があった｡ 今回のワークショップが､ 特に単音に関する発音に対
する意識を高めることに寄与していることは明らかであろう｡
一方､ 連結発話､ イントネーションなどに関する発音練習が特段に行われなかったことに関しては､










3. 2. 2. 特に印象的であった発音練習方法について
今回のワークショップにおいては､ 単音の正しい調音方法の獲得のために､ より具体的な説明と反
復練習が行われたが､ ここでは特に受講者の印象に残った調音練習方法を取り上げて紹介したい｡




[w] [u] に関する調音練習では､ 講師や既に調音できている受講者の口をモデルとして､ 鏡を用い
たり､ 綿棒を唇で咥えたりしながら自分の口の形を確認しながら調音練習を繰り返し行った｡
母音に関しては､ 後舌母音の調音の手がかりとして､ 口の丸め方の度合いを指の大きさを基準とし
で用いた説明､ 具体的には小指－[u] 人差し指－[] 親指－[o] 指三本分－[] と､ カラスの鳴き
声 [] という把握しやすい基準を用いて練習したことが印象的だったと複数の受講者が言及してい
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る｡ 後舌母音は､ 前舌母音に比べて口の丸めの調整も意識する必要があり､ 難易度が上がるため､ 印
象に残ったとも考えられる｡
そして､ 発音練習全体を通して､ 講師によるワークショップにおける指導が､ 聴覚・視覚・触覚と
いった身体の感覚を総動員して発音を習得させようとするものであったことが､ 受講者にとって印象
的であったようである｡ 前述の子音や母音の練習のように､ 鏡や綿棒を用いて口の形や舌の位置を確
認する練習や､ [] [] の発音練習としてペアになって一人が拳を丸めて前歯を模し､ 発音する側
は手のひらで舌を模して引き抜きながら発音を行うといった身体を用いた練習は､ 受講者が調音方法
を実感するために効果的であったと考えられる｡ また､ 上記にある [] の発音のイメージをカラス

























注 本稿は､ 2 節を宮武香織､ 3 節・4 節を山添直樹が担当し､ その後､ 3 名全員で全体を調整しながら､ まと
めた｡ 本稿の執筆にあたり､ アンケートなどに協力いただいたワークショップ受講者の方々に､ 感謝の意
を表したい｡
 最近では､ 海外の大学院で修士号・博士号を取得した英語教員も多く､ 彼らは自然と英語の発音を身につ
けている場合が多い｡ ただ､ そのことが､ 発音を適切に指導できることには必ずしもつながらないかもし
れない｡
 宮武は､ サンフランシスコ州立大学 (San Francisco State University) 大学院特殊教育学部のコミュニ
ケーション障害学研究科 (言語病理学・聴覚学)､ (Department of Special Education, Communicative
Disorders Program, Speech Pathology and Audiology) で学び､ 言語病理学修士号 (Master of Science
in Speech Language Pathology) を取得した｡
 母音が子音に後続する開音節主体の日本語では､ 呼気の強さは必要ないため､ 日本人が英語を発音する際
呼気が弱くなってしまうことが､ 従来から指摘されている｡ Jenkins (2000, 2002) では､ 気息をともなわ
ない破裂音の発音が､ 通じなさを招くリンガ・フランカ中心特性 (Lingua Franca core features) の一つ
に挙げられ､ その矯正を発音指導の中心課題とするべきであると論じている｡
 二重母音の短母音化に関して､ Jenkins (2000, 2002) は､ 通じなさを招く中心特性の一つあると論じてい
る｡ 日本人の英語発音に関して､ Tsuzuki & Nakamura (2009) は､ 二重母音の短母音化が通じにくさの
主要因になっていることを音声聴き取り実験をもとに論じている｡
 子音の弱さや脱落が､ 日本人の英語発音の特徴であることは､ 従来から指摘されている｡ 子音の弱さが日
本人英語の通じなさの主要因であることは､ Nishio & Tsuzuki (2011) で論じられている｡
 学生に英語発音法を授業で教える場合は､ 正しい調音ができる学生を､ 他学生の TA (指導助手) として
能動的に授業参加させる形で定着を図っている｡ 一人で 40 名という多数の受講者に発音指導を行うことが
不可欠であったことから､ この二段重ねの授業体系が､ これまで効率よく機能してきた｡ 発音法の授業は
90 分 30 回で完結する｡
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(Articulation exercise including all the normal sounds of spoken English)
When the sunlight strikes raindrops in the air, they act as a prism and form a rainbow. The rain-
bow is a division of white light into many beautiful colors. These take the shape of a long round
arch, with its path high above, and its two ends apparently beyond the horizon. There is, accord-
ing to legend, a boiling pot of gold at one end. People look, but no one ever finds it. When a man
looks for something beyond his reach, his friends say he is looking for the pot of gold at the end
of the rainbow.
(The Rainbow Passage can be found on page 127 of the 2 nd edition of Grant Fairbanks' Voice and
Articulation Drillbook (1960))
資料 2 A Diagram of the Speech Mechanism (Edwards 1997)
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資料 3－1 A Sagittal Section of the Speech Mechanism Showing Aritculators and Resonating
Canties (Edwards 1997)













Bilabial Latiodental Interdental Alvester Palatal Veter Giotral
Stop Voiceless  t k 
Voiced b d g
Fricative Voiceless f  s  h












Nasal Voiced m n 
LIQUID Lateral Voiced l
Rhotic Voiced r
Glide Voiced w j w
Caroline Biwen, Communication Disorders Glossary with an emphasis on Children's Speech,
http://speech-language-therapy.com
資料 4 Classification of Vowels (Celce-Murcia, M., D. M. Brinton & J. M. Goodwin 1996)
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